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I.は じめに

　高血圧自然発症ラット(SHR)を 用いた研究で、黒酢

の濃縮乾固物のエタノール画分 に血圧降下作用がある、

あるいは黒酢(米 酢)の 減圧濃縮物に抗高血圧作用があ

ると報告 された ことか ら、食酢中の抗高血圧物質は不

揮発性のエキス分 とされていた1)。 しか し、2001年 に、

酢酸 または米酢をSHRに 与 えたところ、血圧上昇を抑

制 し、酢酸 と米酢の血圧上昇抑制作用が同程度であった

ことか ら、食酢の血圧上昇抑制作用 は酢酸 によるもの

と報告 された2)。 この酢酸の血圧上昇抑制作用 はACE

(Angiotensin　converting　enzyme)活 性阻害によるもの

と考えられた。

　近年、岩井、松江 らがエチゼ ンクラゲ を酢酸、穀物

酢、 りんご酢お よび純米酢でそれぞれ加熱処理 したも

ののACE阻 害活性 を調べた ところ、穀物酢＞純米酢＞
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た(表1)。 その結果、穀物酢、 りんご酢、純米酢の3

種の食酢の中で最 もACE阻 害活性が強かったのは穀物

酢であ り、加熱処理 を行 うことでその活性が高まること

がわかった。

　そこで活性の強かった穀物酢非加熱処理粉末の分離精製

を行い、各画分のACE阻 害活性を測定 した(表2)。 そ

の結果、ACE阻 害活性は20%CH3CN画 分が最 も強かった。

　次に穀物酢加熱処理粉末およびそれ らを粗分画 した

0%CH3CN画 分、および高ACE阻 害活性 を示 した20%

CH3CN画 分のアミノ酸組成 を比較 した。その結果、今

回アミノ酸組成を分析 したどの画分 もグルタミン酸が約

3割 含まれてお り、またACE阻 害活性が強いペプチ ド

に含 まれるプロリンを有するペ プチ ドである可能性が示

唆 された。今後は、この活性の画分の精製度を高め、ペ

プチ ドの配列決定をしてい きたい。
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りんご酢＞酢酸の順で活性が強か った。 このことから、

ACE阻 害活性 は食酢に含 まれる酢酸だけではなく、そ

の他の成分 も関与 している可能性が示 された。

Ⅱ.目 的

　食酢(穀 物酢、 りんご酢、純米酢)の 酢酸以外の降圧

成分の化学的性質を明らかにする。

Ⅲ.研 究方法

　試料 の調整 は食酢非加熱処理 として、各食酢150mL

をエバボレーターにて減圧乾固後、その残渣を少量の脱

イオン水に溶解 し、透析膜にて脱イオン水に対 して透析

を1日 行 い(2回 脱 イオ ン水交換)、10000rpmで15分

間遠心分離 し、上清を凍結乾燥 した。食酢加熱処理は各

食酢150mLを1時 間沸騰処理 し、以下は非加熱処理と

同様に行った。

　ACE阻 害活性測定は河村ら3)の方法によって行 った。

ア ミノ酸及びペプチ ドの定量はニ ンヒ ドリン法4)、中性

糖の定量はフェノール硫酸法5}、 アミノ酸組成分析はア

ミノ酸分析装置により行った。

　粗分画はSep-pak　 C18を 用い穀物酢加熱処理粉末およ

び穀物酢非加熱処理粉末をアセ トニ トリル(CH3CN)に

よる段階的溶出を行った。

Ⅳ.結果および考察

　各食酢の酢酸除去残渣 にACE阻 害活性物質が存在す

るのか を確認するために、ACE阻 害活性 を測定 した。

また、食酢 を加熱処理することでACE阻 害活性 に何 ら

かの影響を与えているのか確認するために、3種 の食酢

の非加熱処理粉末でのACE阻 害活性 も合わせて測定 し

表1　 3種 の酢における加熱及び非加熱処理粉末のACE阻 害活性など

IC50値 　 　アミノ酸 　 　　中性糖

(mg/mL)　 　 (μg/mg)　 　 (μg/mg)

収率

(%)

食酢　　収量*

　　　　(mg)

557.5

551.9

469.5

506.4

283.3

819.0

31.6

46.2

25.8

17.1

8.5

12.4

7.8

10.0

145.6

85.1

7.9

28.5

1.1

1.1

0.3

0.9

1.6

1.6

　 穀物酢加熱処理　　1652.1

穀 物酢非加熱処理　　1670.3

　りんご酢加熱処理　　508.4

りん ご酢非加熱処理　　1346.9

　 純米酢加熱処理　　2455.4

純 米酢非加熱処理　　2435.5

*本 収量は各食酢150mLか らの収量
。

表2　 穀物酢非加熱処理粉末Sep-Pak粗 分画の収量およびACE阻 害活性

中性糖

(μg/mg)

ア ミ ノ酸

(μg/mg)

画分　　収量　　 収率　　 ACE阻 害活性

　　　 (g)　　　 (%)　 　 IC50(mg/mL)

305

406

510

108

87．1

583.1

255.6

104.5

76.3

9.58

5.41

28.2

84.9

5.25

8.77

1.17

0.32

5.149

0.318

0.532

0.071

0.019

　　 素通 り

0%CH3CN

20%CH3CN

40%CH3CN

60%CH3CN

*本 収量は穀物酢850mLか らの収量
。
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